
2020年度新型コロナウイルス対応緊急支援助成 資金分配団体公募 採択事業

事業名 主題

事業名 副題

対象地域

団体名

代表者名 代表理事 山田　健一郎

解決すべき

社会課題

事業の概要

事業期間

助成額（円）

審査コメント

※審査コメントは、審査時点（2020年7月初旬）に作成されたものです。

※事業情報は、審査コメントを受けた事業の見直しを反映した契約時点（2020年8月中旬）のものです。

61,820,000

・丁寧な課題認識をされていて、信頼感を持てます。取り組む課題の構造化や絞り込み、

実行体制の強化に留意していただきたいと考えます。

・近隣県が連携しコンソーシアムで臨む体制づくりと、地域課題把握を踏まえたテーマを

絞り込んだ助成事業であることが評価できます。

・事業の対象としては介護保険外のサービスと書いていますが、この課題設定がもっと明

確で構造的に分析できていないと、実行団体に求めるアウトカムが設定しにくいため事業

そのものの成果が出にくいと考えられます。

・コロナ禍の課題整理から、緊急支援の対象者を介護保険制度外サービスと外国人支援に

絞った理由を明確にし、それにもとづく事業計画の具体化を進め、効果的な事業実施をお

願いします。

新型コロナ禍における地域包摂型社会の構築

地域で暮らす全ての人の安心と未来をつなぐ

公益財団法人佐賀未来創造基金　<コンソーシアム申請>

2) 日常生活又は社会生活を営む上での困難を有する者の支援に係る活動；④働くことが困

難な人への支援；⑤社会的孤立や差別の解消に向けた支援、3) 地域社会における活力の低

下その他の社会的に困難な状況に直面している地域の支援に係る活動；⑥地域の働く場づ

くりの支援；⑦安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援

様々な世代・多文化における、新型コロナウィルスの影響は大きいです。

福祉分野では、特に介護保険外のサービスでは、例えば、地域の居場所のオンライン化

や、食事等の宅配などソーシャルディスタンスを踏まえた新しい事業の再構築が必要です

外国人分野でも支援体制が充実していないため、ソーシャルワーク支援、外国人日本語支

援ネットワークが必要です。自らの組織だけでは、解決できない問題に対して、我々は外

部より、客観的な助言と、休眠預金による助成を活用し、再構築支援を推進し、持続可能

な事業へ再生することを目指しております。

1年

佐賀県、長崎県


